
 

 

       

 

第 2回東大阪市高齢者地域ケア会議 企画運営会議 要旨 

 

開催日 令和 4年 6月 22日（水）午後 2時より午後 3時 30分まで 

 

協議内容 

  ・東大阪市成年後見サポートセンターより成年後見制度に関する専門相談の案内がある。 

  ・認知症あんしんガイドブックの改訂内容について意見交換する。 

  ・市政だよりオレンジ通信は奇数月の１日号での掲載。内容について説明がある。 

  ・認知症本人活動支援推進ワーキンググループ会議では、若年性認知症の人の介護保険サービスと障害

福祉サービスの利用や多職種連携、支援の在り方に関して意見交換する。 

  ・東大阪市高齢者地域ケア会議企画運営会議令和 4年度の取り組みについて、次回の会議にて令和 4年

度の検討課題の提案を依頼する。 

 

各機関の報告 

1 各選出機関の活動状況について 

【基幹型地域包括支援センター】 

・7/26に保健師と看護師を対象とした地域包括支援センター担当職員研修を開催予定。 

 

【地域包括支援センター】 

・地域包括支援センター連絡調整会議にて、認知症あんしんガイドブックについて意見交換を実施。 

 

【訪問介護事業者部会】 

・7/12役員選出と研修会を実施予定。 

 

【訪問看護事業者部会】 

・8/3介護保険事業者連絡会のフェスティバルを開催予定。 

 

【通所介護通所リハビリテーション部会】 

・8/8通所介護・通所リハビリテーション部会の役員選出と研修を実施予定。 

 

【介護支援専門員連絡会】 

・6/21会員同士の交流会を実施。 

 

【枚岡医師会】 

・大阪府からのコロナウイルス感染の自宅療養に関する諸注意について案内。 

・6/18以降、在宅ケアフォーラムや緩和ケアを実施予定。 

 

【河内医師会】 

・6/4経営総会の決算総会を実施。 

・6/17理事会を実施。 

・6/30第 14回河内医師会在宅緩和事例検討会を実施予定。 

・9/24市民健康シンポジウムを開催予定。「福祉人権愛だけでは介護できないみんなの笑顔のため」

というテーマで、一般特別講演では遥 洋子氏の講演がある。 

 

【布施医師会】 

・6/11に布施医師会の総会を実施。今回より地域包括ケア部門の多職種連携が在宅医療・緩和ケアと

別の担当医となっている。 

・認知症初期集中支援チーム布施は 161件のエントリーがある。 

 



 

 

       

 

【市立東大阪医療センター】 

・コロナウイルスの入院患者は毎日 1病棟 10人前後で推移。 

・PCR検査数が減少。コロナウイルス外来の行政枠が午後から午前に変更。 

 

【社会福祉協議会】 

・10/15東大阪市ダイヤモンド婚・金婚夫婦のつどいを開催予定。 

・オレンジメンバー養成講座の 4回コースが終了。現在の登録者数は 34人。 

 

【保健所】 

・7/13「アイフレイルってなに？～中高年の目の病気をもっと知ろう～」というテーマで講演会を開

催予定。申し込みは健康づくり課、又はチラシの QRコードで行う。 

 

【福祉事務所】 

・令和 4年 8月から令和 5年 7月までの介護保険限度額認定証の申請、介護保険料の減免を受け付け

中。 

 

【地域包括ケア推進課】 

・6/4に第 21回目の楽Caféを実施。7/2には第 22回目を実施予定。 

・令和 3年度通いの場状況調査について報告がある。 


